
　
発
展
途
上
国
で
の
教
育
の
普
及
や
文
化
遺
産
の
保
存
、
地
球
環
境
保
全
な
ど
に
取
り
組
む

ユ
ネ
ス
コ
（
国
運
教
育
科
学
文
化
機
関
、
本
部
・
パ
リ
）
の
趣
旨
を
生
か
し
、
地
域
で
そ
の

精
神
を
広
め
る
活
動
を
進
め
る
岡
山
ユ
ネ
ス
コ
協
会
会
長
の
三
宅
正
勝
さ
ん
（
六
六
）
＝
岡
山
市

高
話
大
匠
日
付
で
日
本
ユ
ネ
ス
コ
国
内
委
員
会
の
代
表
委
員
に
任
命
さ
れ
た
。
三
宅
さ
ん

に
今
後
の
抱
負
や
活
動
方
針
を
聞
い
た
。
（
社
会
部
・
岸
俊
行
）

　
Ｉ
日
本
ユ
ネ
ス
コ
国
内
委
員

会
は
ど
ん
な
組
織
で
、
代
表
委

員
と
し
て
ど
の
よ
う
な
活
動
を

し
て
い
き
た
い
か
。

　
　
「
文
部
省
に
設
置
さ
れ
た
機

関
で
。
わ
が
国
に
お
け
る
ユ
ネ

ス
コ
活
動
に
関
し
て
、
助
言
や

企
画
な
ど
を
担
う
。
代
表
委
員

は
各
界
の
六
十
人
か
ら
な
り
、

］ス

ム
双

中
国
地
方
の
代
表
と
し
て
各
地

区
の
ユ
ネ
ス
コ
協
会
と
日
本
ユ

ネ
ス
コ
国
内
委
員
会
の
パ
イ
プ

役
を
務
め
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

強
く
し
て
相
互
の
活
動
内
容
や

考
え
方
の
理
解
を
深
め
て
い
き

た
い
」

　
－
ユ
ネ
ス
コ
の
理
念
と
し
て

　
「
教
育
の
普
及
」
「
環
境
保
全
」

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
今
後
よ

り
推
し
進
め
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
る
こ
と
は
。

　
　
「
国
際
、
環
境
、
心
の
教
育

に
屈
土
の
教
育
″
を
加
え
た

『
３
Ｋ
プ
ラ
ス
ー
』
の
教
育
に

力
を
入
れ
た
い
。
日
本
人
は
外

国
に
出
た
と
き
、
日
本
の
文
化

や
風
土
を
説
明
で
き
な
い
こ
と

が
よ
く
あ
る
。
こ
れ
と
同
様
に

他
県
に
行
っ
た
と
き
に
自
分
の

県
の
良
い
と
こ
ろ
を
う
ま
く
伝

え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
世
界

レ
ペ
ル
の
遺
産
に
関
心
を
持
つ

だ
け
で
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
郷

土
の
誇
る
べ
き
″
宝
″
を
探
し

岡山への誘致実現を
環境サポート

センター

出
し
て
ほ
し
い
。
自
分
の
生
ま

れ
た
環
境
の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン

ド
を
詳
し
く
知
る
こ
と
で
問
題

意
識
が
高
ま
り
、
よ
り
地
球
全

体
に
関
心
を
持
つ
こ
と
が
で
き

る
と
思
う
」

　
－
岡
山
ユ
ネ
ス
コ
協
会
が
現

在
、
進
め
て
い
る
環
境
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
構
想
と
は
ど
ん
な

も
の
か
。

　
「
岡
山
ユ
ネ
ス
コ
協
会
は
創

立
当
初
か
ら
地
球
環
境
保
全
活

動
を
行
い
、
一
九
九
四
年
か
ら

毎
年
『
ユ
ネ
ス
コ
地
球
環
境
講

座
』
を
開
い
て
き
た
。
そ
の
活

動
の
中
で
、
日
本
ユ
ネ
ス
コ
協

会
連
盟
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
内
に

環
境
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
設

置
し
、
世
界
各
地
の
市
民
運
動

か
ら
得
ら
れ
た
環
境
情
報
を
収

集
、
解
析
し
て
各
地
の
実
情

に
合
わ
せ
た
情
報
を
地
球
規

模
で
発
信
、
活
動
を
し
て
い

き
た
い
と
い
う
構
想
が
生
ま
れ

た
」
　
－
十
日
に
玉
野
市
で
行
わ
れ

る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
非
政
府
組
織
）
サ

ミ
ッ
ト
の
環
境
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

会
議
に
、
ユ
ネ
ス
コ
本
部
の

担
当
者
が
出
席
す
る
。
頂
境

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
設
立
計

画
に
つ
い
て
新
た
な
動
き
は
あ

る
か
。

　
　
「
六
月
に
岡
山
市
内
で
開
い

た
日
本
ユ
ネ
ス
コ
運
動
全
国
大

会
で
旭
川
の
現
状
の
報
告
な
ど

地
域
に
根
差
し
た
取
り
組
み
を

発
表
し
た
。
全
国
の
ユ
ネ
ス
コ

協
会
に
Ｐ
Ｒ
し
た
こ
と
で
環
境

保
全
の
関
心
が
よ
り
高
ま
っ
て

い
る
。
本
部
の
担
当
者
も
こ
の

取
り
組
み
に
興
味
を
示
し
て
お

穴
こ
の
チ
ャ
ン
ス
を
生
か
し

て
岡
山
誘
致
の
機
運
を
盛
り
上

げ
、
な
ん
と
か
誘
致
を
実
現
し

た
い
」

　
－
ユ
ネ
ス
コ
運
動
自
体
が
徐

々
に
若
者
ら
に
浸
透
し
て
い

る
。
運
動
の
将
来
像
は
。

　
　
「
ユ
ネ
ス
コ
の
活
動
は
約
二

十
年
前
か
ら
始
め
、
岡
山
ユ
ネ

ス
コ
協
会
創
立
（
一
九
九
四
年
）

時
か
ら
会
長
を
務
め
て
い
る

が
、
近
年
ほ
ど
ユ
ネ
ス
コ
運
動

や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
活
動
が
注
目
さ
れ

て
い
る
と
き
は
な
い
。
岡
山
で

の
全
国
大
会
に
は
延
べ
約
五
百

人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
参
加

し
、
大
学
生
に
よ
る
ユ
ー
ス
ユ

ネ
ス
コ
も
意
欲
的
だ
。
今
後
と

も
岡
山
県
内
外
に
つ
な
が
る
環

境
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
取

り
組
み
た
い
」
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